
認定看護管理者（CNA) 

看護管理室             副看護部長 飯田恵 

外来1・2階             看護師長  長井佐知子 

手術部・デイサージャリー      看護師長  恵藤昌子 



認定看護管理者（CNA）の活動 
認定看護管理者として、患者さんやご家族に対し、より質の高
い医療・看護を提供できるよう、管理の視点で自身の所属する組
織の課題解決、変革に取り組み、病院、地域全体の医療・看護の
質向上を目指します。 
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創造 京大病院では、３名の認定看護
管理者が、看護管理室、外来、
手術部で活動しています。 



活動：組織管理 
 

 

活動内容 

外来での専門的なケア、病棟との連携を強化しながら、患者さんやご家族
を継続的にサポートしています。 

手術部の４期に分けたリノベーションが開始となり、安全性、経済性、効
率性等、多職種と共に様々な視点から設備や工程を検討しています。 

看護部委員会に参画し、看護師が継続して働きやすい環境を整えています。 

各ブロック毎に行われる看護管理者のミーティングで挙げられた課題に対
して、他部門と調整し解決していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院の目標に向かって、課題を明らかにして、対策を検討し実行します。 
人的・物的・経済的・情報資源を整備し、組織を運営します。 
安全文化の醸成された組織を作ります。 



外来1・2階の役割：在宅と病棟をつなぐハブになる 
在宅・病棟との連携による継続看護に取り組んでいます 

外来 情報共有 病棟 在宅 情報共有 

情報共有 



質管理 
  

  

活動内容 

注射薬調製時の安全な確認方法について、医療安全管理室とともに国際
標準に合わせた業務の変更を実施し、その結果について可視化し、継続
的に評価をしています。 

看護部委員会に属し、看護手順監査、看護記録監査、医療安全管理推進
に関するアンケート調査、腰痛に関するアンケート等を行い、毎年継続
的に評価し、改善に努めています。 

 

 

看護実践についてデータを活用して可視化し、継続的に評価します。 



人材育成 
  

  

  

  

 活動内容 

新任副看護師長に対し、看護管理に関する研修を行っています。 

手術部業務は特殊性があり、業務や教育に院内では情報共有が難しいこ
とから副看護師長を他大学病院に派遣しています。 

京都大学や外部の大学等からの実習の受け入れを行っています。 

 

  

看護部のスタッフを育成するための教育体制を整備し、人材育成を推進
します。 
外部からの実習・研修を受け入れるための体制を整備します。 
地域で必要とされる人材の育成に参画します。 



危機管理 
  

  

  

活動内容 

医療安全管理に関する会議、看護部安全管理委員会に参画し、インシ
デント分析を行い、予防、再発防止策立案と看護部内の周知を行いま
す。 

感染制御部と協力し、新型コロナウイルス感染症に対応するための人
的・物的・経済的・情報資源を整備しています。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

病院や看護部門に関連する事故に対して、リスクを分析し、予防、再発
防止を行い、安全管理体制の整備を行います。 
危機管理のための体制整備に参画します。 
災害発生に備え、資源の把握や問題点の洗いだしを行います。 



政策活用 
  

 

活動内容 

日本看護協会オンデマンド動画研修の講師をしています。 

京都府看護協会が行う認定看護管理者教育課程【セカンドレベル】の 

 講師をしています。 

 

制度・政策を活用して自病院での課題解決を図ります。 
日本看護協会や行政機関等とともに地域の看護の質の向上に努めます。 



創造 
  

  

 

活動内容 

看護職員がユマニチュードの哲学、技術を学び、患者さんを尊重し、優しく温
かい看護ケアが提供できるようにします。 

医療器材部と協力し、医療機器管理の中央化を含めた医療機器安全管理体制の
整備を行っています。 

手術室看護師による周術期看護の実践を目指し、独自の看護支援システムの構
想があります。患者や手術情報の共有・人材育成・手術器材管理には情報技術
を活用し、看護師による診察室の整備や関連部署との連携構築などハード・ソ
フト両面から作り上げているところです。 

医療・看護の動向や現状をふまえ、新たな看護サービスの提供や方法を
創造します。 


